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皇學館大学は、令和4年に
創立140周年再興60周年を迎えます

OPB 済み

該当レベル 科 目 名 開講年度
AI基礎●選択 令和 7 年度
―――――――――――――――――――――――――――――

応用基礎 データサイエンス・データエンジニアリング基礎●選択 令和 7 年度
 ―――――――――――――――――――――――――――――レベル プログラミング・アルゴリズム基礎●選択 令和 6 年度

―――――――――――――――――――――――――――――
数学基礎●選択 令和 6 年度

リテラシー データサイエンス入門●必修 令和 5 年度
 ―――――――――――――――――――――――――――――レベル 統計学基礎C●選択 令和 4 年度

◉2025年目標（人/年）

┫██████┣エキスパート 2000
トップレベル 100

┫████┣応用基礎 25万

50万（大学・高専全員）
┫█████┣リテラシー

100万（小中高全員）　

◉本学で開講される「数理・データサイエンス・AI」教育カリキュラム（予定）

OPB 済み

　

　

研
究
室
を
訪
れ
た
人
は
、

こ
れ
を
全
部
読
ん
だ
の
で
す

か
、と
尋
ね
る
。
い
や
、こ
れ

ら
は
調
べ
る
た
め
の
も
の
で

読
む
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
、

と
う
そ
ぶ
く
▼
昔
、
あ
る
人

が
半
年
使
わ
な
か
っ
た
本
は

一
生
使
わ
な
い
か
ら
古
本
屋

に
売
り
渡
す
、
と
言
っ
て
い

た
▼
た
し
か
に
、
本
棚
を
見

れ
ば
、
こ
れ
は
も
う
使
わ
な

い
だ
ろ
う
な
と
思
う
本
が
目

に
入
る
が
、
い
や
い
や
、
ま

た
使
う
こ
と
が
あ
る
か
も
知

れ
な
い
と
思
う
▼
実
際
、
こ

の
こ
と
は
確
か
あ
の
本
に
載

っ
て
い
た
と
、
久
し
ぶ
り
に

ひ
も
と
く
こ
と
も
あ
る
し
、

そ
の
隣
に
あ
っ
た
本
を
読
み

返
し
た
ら
、
こ
ん
な
に
深
い

示
唆
で
あ
っ
た
の
か
と
反
省

す
る
こ
と
も
あ
る
▼
こ
の
逡

巡
こ
そ
が
、
研
究
室
の
み
な

ら
ず
、
自
宅
も
本
で
あ
ふ
れ

か
え
る
と
い
う
問
題
の
元
凶

で
あ
る
。
与
え
ら
れ
て
い
る

空
間
に
は
限
り
が
あ
る
か
ら
、

ど
う
し
て
も
時
間
に
比
例
し

て
本
は
増
え
て
い
く
▼
そ
れ

な
ら
ば
、
新
し
い
本
を
買
わ

な
け
れ
ば
い
い
の
だ
が
、
そ

の
我
慢
の
き
か
な
い
の
が
文

学
学
徒
の
悲
し
い
性
で
あ
る

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
で
、
出
掛
け
る

こ
と
が
制
限
さ
れ
、
以
前
に

増
し
て
本
を
読
む
こ
と
が
多

く
な
っ
た
。
極
め
て
個
人
的

な
話
で
恐
縮
だ
が
、
本
の
飽

和
問
題
も
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍

と
い
え
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

　潮
さ
ゐ
に

伊い

良ら

虞ご

の
島し

ま

辺へ

漕こ

ぐ
船
に

妹
乗
る
ら
む
か

　
　
荒
き
島し

ま

廻み

を

柿
本
人
麻
呂

　

平
成
30
年
に
文
部
科
学
省
が
取
り
ま
と
め

た
「
２
０
４
０
年
に
向
け
た
高
等
教
育
の
グ

ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」
で
は
、
情
報
を
基
盤
と

し
た
社
会
に
お
い
て
は
「
数
理
・
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
等
を
基
盤
的
リ
テ
ラ
シ
ー
と
捉
え
、

文
理
を
越
え
て
共
通
に
身
に
付
け
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る
」「
特
に
、
人
工
知
能（
Ａ

Ｉ
）
な
ど
の
技
術
革
新
が
進
ん
で
い
く
中
に

お
い
て
は
、
新
し
い
技
術
を
使
っ
て
い
く
側

と
し
て
、
読
解
力
や
数
学
的
思
考
力
を
含
む

基
礎
的
で
普
遍
的
な
知
識
・
理
解
と
汎
用
的

な
技
能
を
持
ち
、
そ
の
知
識
や
技
能
を
活
用

で
き
、
技
術
革
新
と
価
値
創
造
の
源
と
な
る

飛
躍
知
の
発
見
・
創
造
な
ど
新
た
な
社
会
を

牽
引
す
る
能
力
が
求
め
ら
れ
る
」
と
明
記
し

て
い
る
。

　

平
成
29
年
改
訂
学
習
指
導
要
領
で
も
数
学

科
の
「
見
方
・
考
え
方
」
に
つ
い
て
「
事
象

を
数
量
や
図
形
及
び
そ
れ
ら
の
関
係
な
ど
に

着
目
し
て
捉
え
、
論
理
的
、
総
合
的
・
発
展

的
、
体
系
的（
高
校
）に
考
え
る
こ
と
」
と
あ

る
よ
う
に
、
実
世
界
の
様
々
な
事
象
、
問
題

を
数
学
的
な
視
座
で
見
つ
め
解
決
、
応
用
で

き
る
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

█

中
高
の
数
学
教
員
免
許
が
取
得
で
き
る

█「
数
理
教
育
コ
ー
ス
」開
設（
予
定
）

█

文
理
を
問
わ
ず「
数
理
的
思
考
」が
必
要

　

令
和
５
年
４
月
よ
り
本
学
は
教
育
学
部
教

育
学
科
に「
数
理
教
育
コ
ー
ス
」（
中
高
の
数
学

教
員
資
格
取
得
が
可
能＊
）を
開
設
す
る（
予
定
）。

そ
の
意
義
に
つ
い
て
中
松
豊
教
育
学
部
長
は

「
三
重
県
の
小
学
校
で
は
合
格
者
の
４
割
を

本
学
学
生
が
占
め
て
お
り
、
教
育
現
場
に
与

え
る
影
響
は
大
き
い
。
物
事
を
多
面
的
に
捉

え
る
理
数
的
な
も
の
の
見
方
を
き
ち
ん
と
学

び
、
実
践
で
き
る
教
員
の
養
成
は
我
々
の
責

務
」
と
話
し
、算
数
・
数
学
教
育
ゼ
ミ
の
上
野

祐
一
助
教
は
「
情
報
の
取
捨
選
択
、
具
体
と

抽
象
の
行
き
来
と
い
っ
た

数
学
的
思
考
力

は
今
後
ま
す
ま

す
重
要
に
な
る
」

█

数
理
・デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス・Ａ
Ｉ
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
必
修
化

　

政
府
は
令
和
元
年
６
月
に
策
定
し
た
「
Ａ

Ｉ
戦
略
２
０
１
９
」で
デ
ジ
タ
ル
社
会
の「
読

み
・
書
き
・
そ
ろ
ば
ん
」
で
あ
る
「
数
理
・

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
Ａ
Ｉ
」
の
素
養
を
身

に
付
け
た
人
材
の
育
成
が
急
務
と
し
て
、
令

和
７
年
の
実
現
を
念
頭
に
下
表
の
教
育
目
標

を
打
ち
立
て
た
。
リ
テ
ラ
シ
ー
レ
ベ
ル
に
お

い
て
は
文
理
を
問
わ
ず
全
て
の
大
学
・
高
専

生
が
課
程
で「
数
理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・

Ａ
Ｉ
」
に
関
す
る
初
級
レ
ベ
ル
の
知
識
・
技

能
を
習
得
す
る
こ
と
、
文
理
横
断
的
な
教
育

を
含
む
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
の
推
進
、
応
用
基

礎
レ
ベ
ル
で
は
自
ら
の
専
門
分
野
に
応
用
で

き
る
力
の
獲
得
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ

を
受
け
、文
部
科
学
省
が
モ
デ
ル
と
な
る「
数

理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
Ａ
Ｉ
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
を
公
表
。
政
府
が
優
れ
た
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
認
定
す
る
制
度
も
リ
テ
ラ
シ
ー

レ
ベ
ル
・
応
用
基
礎
レ
ベ
ル
両
方
で
始
ま
っ

て
お
り
、
本
学
は
両
レ
ベ
ル
で
の
認
定
を
め

ざ
す
。
今
後
本
学
で
は
、
地
域
課
題
や
社
会

問
題
に
文
理
複
眼
の
幅
広
い
視
野
、
総
合
知

で
挑
む
人
材
を
育
成
す
べ
く
副
専
攻
を
設
置

し
、
理
系
科
目
に
苦
手
意
識
が
あ
る
学
生
に

も
丁
寧
に
指
導
し
て
い
く
予
定
だ
。

　

時
代
の
要
請
で
あ
る
と
と
も
に
、
本
学
と

し
て
も
文
理
融
合
型
の
新
た
な
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
開
発
の
好
機
と
し
て
捉
え
、
知
の
拠
点

と
し
て
地
域
、
社
会
の
期
待
に
応
え
て
い
く
。

関
連
の
記
事
は
本
紙
全
学
一
体

１
６
８
号（
Ｋ
ら
い
ふ
２
・
３
面
）
参
照

４
月
30
日
、「
創
立
百
四
十
周
年・再
興
六
十
周
年
記
念
行
事
」を
開
催

　

本
学
は
令
和
４
年
４
月
に
「
皇
學
館
大
学
創
立
百
四
十
周
年
・
再
興
六
十
周
年
」
を

迎
え
ま
し
た
。４
月
30
日（
土
）に
開
催
さ
れ
た
記
念
式
典
に
は
学
校
関
係

者
な
ど
お
よ
そ
３
０
０
名
の
方
に
ご
参
列
い
た
だ
き
ま
し
た
。当
日
の
模

様
に
つ
き
ま
し
て
は
以
下
よ
り
デ
ジ
タ
ル
版
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

と
語
っ
た
。

　

求
め
る
人
材
像
に
つ
い
て

は
「
地
域
に
根
差
し
た
大
学
と
し
て
、
文
系

理
系
問
わ
ず
、
多
様
な
人
材
を
受
け
入
れ
て

い
き
た
い
」
と
中
松
教
育
学
部
長
。
上
野
助

教
は
「
失
敗
や
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
経
験

を
持
つ
人
の
方
が
言
葉
に
重
み
が
あ
る
。
数

学
や
理
科
が
苦
手
で
あ
っ
て
も
、
同
じ
く
得

意
で
は
な
い
子
ど
も
た
ち
の
気
持
ち
が
わ
か

る
〝
強
み
〟
に
な
る
」
と
理
系
の
み
な
ら
ず
、

文
系
の
人
に
対
し
て
も
奮
起
を
促
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
全
国
の
教
育
界
に
６
４
０
０
名

超
の
人
材
を
送
り
出
し
て
い
る
本
学
。
そ
の

確
か
な
養
成
力
、
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
さ

ら
に
充
実
・
深
化
さ
せ
、
地
域
、
社
会
の
発

展
に
貢
献
で
き
る
教
員
を
育
成
し
て
い
く
。

＊
文
部
科
学
省
に
お
け
る
審
査
の
結
果
、
予
定
し
て
い
る
教

職
課
程
の
開
設
時
期
が
変
更
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
予
測
が
難
し
い
時
代
に
お
い
て
は
陳
腐
化
し
な
い
普
遍
的
な
ス
キ
ル
に
加
え
、
人
工
知

能（
Ａ
Ｉ
）等
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
使
い
こ
な
す
知
識
や
技
能
に
長
け
た
人
材
が
求
め
ら
れ

る
。
そ
う
し
た
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
べ
く
、本
学
で
は
教
育
学
部
に
令
和
５
年
度「
数

理
教
育
コ
ー
ス
」
の
開
設（
予
定
）や
全
学
生
対
象
の
「
数
理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
Ａ
Ｉ

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」開
講
に
向
け
準
備
を
進
め
て
い
る
。
賀
陽
宮
邦
憲
王
の
令
旨
に
は「
わ

が
国
の
歴
史
に
根
ざ
し
た
道
義
と
学
問
と
を
学
び
、
実
際
の
社
会
の
中
で
こ
れ
を
実
践
し

て
文
明
の
発
展
に
寄
与
す
る
」
と
あ
る
。
建
学
の
精
神
を
令
和
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
形

で
体
現
で
き
る
人
材
の
育
成
を
め
ざ
す
。

令和５年、「数理教育コース」開設 「数理・データサイエンス・AI教育プログラム」必修化

文理融合教育で新たな知 を拓く
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令和 ４年度 皇學館大学入学式 
６５3名が夢への第一歩を刻む

３面
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地域連携� ４面
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大　
　
　

学

４
月

	

２
日	

◦
入
学
式

	

15
日	

◦
春
学
期
通
常
講
義
開
始
〜
７
月
31
日 

通
常
講
義
終
了

	
	

◦
手
指
消
毒
・
検
温
指
導
〜
28
日

	

17
日	

◦
近
鉄
文
化
サ
ロ
ン
共
催
講
座〈
聖
徳
太
子
と『
日
本
書
紀
』〉 

荊
木
美
行（
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
・
教
授
）

	

21
日	

◦
神
明
宮
例
祭

	

22
日	

◦
神
道
学
会
総
会

	

29
日	

◦
国
文
学
会
総
会
、史
學
會
総
会
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
会
総
会
、	

教
育
学
会
総
会［
オ
ン
ラ
イ
ン
実
施
］、現
代
日
本
学
会
総
会

	

30
日	

◦
創
立
記
念
日

	
	

◦
皇
學
館
大
学
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
公
開　

５
月

	

６
日	

◦
手
指
消
毒
・
検
温
指
導
〜
11
日

	

18
日	

◦
高
松
奨
励
賞
授
与
式

	

31
日	

◦
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
〜
６
月
２
日

６
月

	

３
日	

◦
手
指
消
毒
・
検
温
指
導
〜
７
日

	

７
日	

◦
月
例
文
化
講
座
①〈
ノ
ン
バ
ー
バ
ル・コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
の
役
割
〉 

芳
賀
康
朗（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
教
授
）［
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
］
〜
30
日

	
	

◦
特
奨
生
・
特
待
生
激
励
会

	

13
日	

◦
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

	

24
日	

◦
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
公
開
プ
レ
ゼ
ン

	

26
日	

◦
三
重
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
×
皇
學
館
大
学
×
鳥
羽
市
協
働
講
座〈
二
船
祭
と
伝
統

文
化
の
継
承
〉
齋
藤
平（
国
文
・
教
授
）

	

30
日	

◦
大
祓
式

７
月

	

３
日	

◦
近
鉄
文
化
サ
ロ
ン
共
催
講
座〈『
伊
勢
参
宮
名
所
図
会
』を
読
む
〉 

岡
野
友
彦（
国
史
・
教
授
）

	

５
日	

◦
月
例
文
化
講
座
②〈
新
時
代
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
ツ
ー
ル
と
し
て
の
地
図 　
ハ
ザ
ー

ド
マッ
プ
と
旧
版
地
形
図
の
読
み
方　

〉
桐
村
喬（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
准
教
授
）	

［
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
］
〜
31
日

	

11
日	

◦
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

	

15
日	

◦
神
道
研
究
所
学
術
講
演
会
〈
鎌
倉
時
代
中
期
に
お
け
る
天
照
大
神
の
密
教
化 　

通

海
に
よ
る「
異
国
」の
認
識
と
清
瀧
権
現
を
め
ぐ
っ
て　

〉 

松
本
郁
代
氏（
横
浜
市
立
大
学
教
授
）

	

16
日	

◦FC
-ISE-SH

IM
A

と
の
包
括
連
携
協
定
締
結

	

24
日	

◦
近
鉄
文
化
サ
ロ
ン
共
催
講
座〈『
日
本
書
紀
』を
読
む 

仁
徳
天
皇
�
〉
大
島
信
生（
国
文
・
教
授
）

	

31
日	

◦
神
道
博
物
館
教
養
講
座〈「
伊
勢
」の
町
と
御
師
〉
谷
戸
佑
紀（
国
史
・
助
教
）

	
	

◦
近
鉄
文
化
サ
ロ
ン
共
催
講
座〈「
近
代
」を
見
た
渋
沢
栄
一
：
パ
リ
万
博
参
加
と
西
欧

体
験
〉
長
谷
川
怜（
国
史
・
助
教
）

８
月

	

２
日	

◦
月
例
文
化
講
座
③〈
言
語
の
違
い
が
物
事
の
捉
え
方
に
及
ぼ
す
影
響
〉 

玉
田
貴
裕（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
助
教
）［
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
］

〜
31
日

	

８
日	

◦
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
〜
９
日

	

21
日	

◦
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
主
催 G

IS	D
ay	in	

伊
勢	

２
０
２
１［
オ
ン
ラ
イ
ン
実
施
］

	

24
日	

◦
み
え
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
セ
ミ
ナ
ー
２
０
２
１〈
カ
ラ
ダ
の
外
に
浸
み
出
す
コ
コ
ロ
：
身
振

り
や
手
振
り
の
役
割
〉
芳
賀
康
朗（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
教
授
）

	

27
日	

◦
志
摩
市
と
の
包
括
連
携
協
定
締
結

９
月

	

４
日	

◦
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
職
域
接
種
５
日
、11
日
、12
日
、18
日
、19
日
、25
日
、26
日

	

６
日	

◦
月
例
文
化
講
座
④〈
令
和
を
生
き
抜
く
感
情
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
方
略
〉 

髙
沢
佳
司（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
准
教
授
）［
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
］
〜
30
日

	

８
日	

◦
神
職
養
成
部
・
教
職
支
援
担
当
・
国
際
交
流
担
当 

窓
口
移
転

	

14
日	

◦
度
会
町
と
の
包
括
連
携
協
定
締
結

	

17
日	

◦
９
月
学
位
記
授
与
式（
卒
業
式
）

	

18
日	

◦
秋
学
期
通
常
講
義
開
始［
全
面
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業 

〜
９
月
30
日
］
〜
Ｒ
４
年
２
月
10
日 

通
常
講
義
終
了

10
月

	

１
日	

◦
手
指
消
毒
・
検
温
指
導 

４
日

	
	

◦
対
面
で
の
授
業
再
開

	

２
日	

◦
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
職
域
接
種
３
日
、９
日
、10
日
、16
日
、17
日
、23
日
、24
日
、28
日

	

４
日	

◦
佐
川
記
念
神
道
博
物
館
企
画
展〈
御
師
制
度
廃
止
１
５
０
年
展「
伊
勢
参
宮
の
先
導

者
た
ち 　

隆
盛
・
廃
止
・
そ
の
後　

」〉
〜
11
月
30
日

	
	

◦
大
紀
町
と
の
包
括
連
携
協
定
締
結

	
	

◦
月
例
文
化
講
座
⑤〈
海
を
渡
っ
た
日
本
古
典
〉 

ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
メ
イ
ヨ
ー（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
教
授
）［
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
］
〜
31
日

	

７
日	

◦
名
誉
教
授
称
号
授
与
式

	
	

◦
み
え
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
セ
ミ
ナ
ー〈
伊
勢
御
師
と
は
何
だ
っ
た
の
か
〉小
林
郁（
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
・
助
教
）

	

10
日	

◦
保
護
者
対
象
就
職
講
演
会・説
明
会〈
コ
ロ
ナ
禍
で
の
就
職
を
取
り
巻
く
環
境
変
化
と

サ
ポ
ー
ト
の
在
り
方
〉［
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
・
会
場
参
加
併
用
開
催
］

	
	

◦
第
33
回
出
雲
全
日
本
大
学
選
抜
競
走
出
場

	

14
日	

◦
久
邇
宮
朝
彦
親
王
陵
墓
参
拝

	

15
日	

◦
神
嘗
祭
神
宮
参
拝

	

21
日	

◦
久
邇
宮
朝
彦
親
王
百
三
十
年
祭

	

23
日	

◦
近
鉄
文
化
サ
ロ
ン
共
催
講
座〈『
日
本
書
紀
』を
読
む 

仁
徳
天
皇
�
〉
大
島
信
生（
国
文
・
教
授
）

	

27
日	

◦
教
養
講
座
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
①〈
伊
勢
参
宮
の
先
導
者
た
ち 　

隆
盛
・
廃
止
・
そ
の

後　

〉
小
林
郁（
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
・
助
教
）

令
和
3
年
度

デ
キ
ゴ
ト
ロ
ジ
ー
行
事
日
誌

デ
ー
タ
か
ら
新
た
な
価
値
を
見
出
す

【特別企画】河野学長×学生座談会
文理融合カリキュラムへの提言

〜「数理・データサイエンス・AI教育プログラム」の導入を受けて〜

【特別企画】河野学長×学生座談会
文理融合カリキュラムへの提言

〜「数理・データサイエンス・AI教育プログラム」の導入を受けて〜

　「数理教育コース」の開設や全学生を対象とした「数理・データサ
イエンス・AI教育プログラム」の開講など、令和 ５年度から適用さ
れる新カリキュラムはこれまで以上に文理融合的な内容となって
いる。本企画ではこの度のカリキュラム改定の重責を担った筒井
琢磨教育開発センター長の司会のもと、河野学長と各学部の学生
が文理融合への期待や学修環境について意見を交わした。

座
談
会
メ
ン
バ
ー

◦河 野 　訓学長
◦筒 井 琢 磨教育開発センター長
◦松村 瑠璃佳さん（国文 3年）
◦寺 本 早 希さん（教育 3年）
◦中 村 友 哉さん（現日 3年）

筒
井
セ
ン
タ
ー
長
◦「
デ
ー
タ
サ
イ

エ
ン
ス
」
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
イ

メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
ま
す
か
。

松
村
◦「
統
計
学
基
礎
Ｃ（
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
）」と
い
う
選
択
科
目
が
あ

る
の
で
、
い
ろ
い
ろ
な
デ
ー
タ
か
ら

答
え
を
見
つ
け
て
い
く
イ
メ
ー
ジ
が

あ
り
ま
す
。

寺
本
◦
言
葉
だ
け
聞
く
と「
難
し
い
」

「
理
系
」と
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
で
す

が
、
調
べ
て
み
る
と
、
多
様
な
視
点

を
も
っ
て
デ
ー
タ
か
ら
新
た
な
価
値

を
見
出
し
て
い
く
分
野
と
い
う
風
に

感
じ
ま
し
た
。

中
村
◦
義
務
教
育
で
習
っ
た
計
算
と

い
う
よ
り
は
、「
Ａ
Ｉ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
」
や
「
社
会
調
査
」
と
い
っ
た
よ

り
専
門
的
な
数
学
技
能
を
使
う
印
象

を
受
け
ま
し
た
。

筒
井
セ
ン
タ
ー
長
◦
皆
さ
ん
が
そ
れ

ぞ
れ
話
し
て
く
れ
た
３
つ
の
要
素

「
デ
ー
タ
」「
数
理
」「
Ａ
Ｉ
」
を
満
遍

な
く
組
み
合
わ
せ
て
新
し
い
価
値
を

見
出
し
て
い
く
学
問
と
の
認
識
で
よ

ろ
し
い
か
と
思
い
ま
す
。
令
和
５
年

度
か
ら
「
数
理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

ス
・
Ａ
Ｉ
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
始

ま
り
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
力
を
身

に
付
け
た
い
で
す
か
。

松
村
◦
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
流
行
し
始
め
た
ご
く
初
期
の
頃

は
あ
ま
り
危
機
感
を
持
っ
て
い
な
か

っ
た
の
で
す
が
、
感
染
者
数
な
ど
の

デ
ー
タ
が
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
配
信
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
対
策
を
き

ち
ん
と
取
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
な
面
で
デ
ー
タ
を
活
用
で

き
、
応
用
す
る
力
を
身
に
付
け
ら
れ

た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

筒
井
セ
ン
タ
ー
長
◦
重
症
化
率
や
ベ

ッ
ド
占
有
率
と
い
っ
た
デ
ー
タ
を
我

我
は
今
学
ん
で
い
る
と
こ
ろ
。
デ
ー

タ
の
見
方
や
ど
の
よ
う
な
デ
ー
タ
が

必
要
な
の
か
、
見
極
め
る
力
と
い
う

の
は
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
応
用
に

な
り
ま
す
よ
ね
。

寺
本
◦
課
題
発
見
・
解
決
能
力
に
つ

な
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。ま
た
、

情
報
を
取
捨
選
択
す
る
力
や
人
間
的

な
視
点
に
立
っ
た
捉
え
方
、
ど
こ
に

着
目
し
て
デ
ー
タ
を
見
た
ら
い
い
の

か
な
ど
、
ポ
イ
ン
ト
を
教
え
て
い
た

だ
け
る
と
わ
か
り
や
す
い
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
し
た
。

筒
井
セ
ン
タ
ー
長
◦“
人
間
的
な
視

点
”
と
は
面
白
い
表
現
で
す
ね
。
た

し
か
に
数
字
や
グ
ラ
フ
は
無
機
的
な

も
の
に
見
え
ま
す
。
し
か
し
、
背
景

に
は
そ
の
数
字
や
グ
ラ
フ
を
出
す
人

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て
い
る

も
の
で
す
。
そ
れ
を
見
抜
く
力
も
求

め
ら
れ
る
能
力
の
一
つ
で
し
ょ
う
ね
。

中
村
◦「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ・ア
ル
ゴ

リ
ズ
ム
基
礎
」
や
「
Ａ
Ｉ
基
礎
」
な

ど
本
学
に
新
た
に
導
入
さ
れ
る
（
予

定
の
）科
目
で
は
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に

関
す
る
知
識
や
先
端
技
術
へ
の
理
解

を
ど
ん
ど
ん
深
め
ら
れ
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。
企
業
か
ら
も
求
め

ら
れ
る
力
だ
と
思
い
ま
す
。

筒
井
セ
ン
タ
ー
長
◦
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
は
ロ
ジ
ッ
ク
を
組
み
順
序
立
て
て

考
え
て
い
く
論
理
思
考
の
典
型
で
す

よ
ね
。
卒
論
も
自
分
の
考
え
を
筋
道

9号館で行われた座談会。後列左から河野学長、筒井教育開発センター長、 
前列左から松村さん、寺本さん、中村さん
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高　
　
　

校

４
月

	

８
日	

◦
始
業
式

	

９
日	

◦
入
学
式　

	

12
日	

◦
対
面
式

	
	

◦
1
年
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
〜
15
日

	

30
日	

◦
創
立
記
念
日	

５
月

	

１
日	

◦
３
年
保
護
者
対
象
進
路
説
明
会

	

６
日	

◦
校
友
会
総
務
委
員
会

	

17
日	

◦
中
間
考
査
〜
20
日

	

20
日	

◦
校
友
会
総
会

	

28
日	

◦
県
総
体
〜
30
日

	

31
日	

◦
教
育
実
習	

〜
６
月
11
日　

２
週
間
実
習
終
了

	
	

　

〜
６
月
18
日　

３
週
間
実
習
終
了

　

中　
　
　

学

４
月

	

６
日	

◦
始
業
式

	

７
日	

◦
入
学
式

	

８
日	

◦
対
面
式　

１
年
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
〜
９
日
、12
〜
13
日

	

20
日	

◦
第
１
回
実
力
テ
ス
ト

	

30
日	

◦
創
立
記
念
日

５
月

	

８
日	

◦
伊
勢
市
春
季
大
会（
卓
・
バ
ド
）	

〜
９
日

	

11
日	

◦
人
権
意
識
ア
ン
ケ
ー
ト

	

15
日	

◦
中
体
連
春
季
大
会
〜
16
日

	

18
日	

◦
ス
マ
ホ
ケ
ー
タ
イ
安
全
教
室

	

31
日	

◦
中
間
考
査
〜
６
月
２
日 

　

	

30
日	

◦
倉
陵
祭［
オ
ン
ラ
イ
ン
実
施
］

〜
31
日

	
	

◦
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

	
	

◦
国
文
学
会
研
究
発
表
会［
オ
ン
ラ
イ
ン
実
施
］

11
月

	

１
日	

◦
月
例
文
化
講
座
⑥〈
対
人
関
係
と
ス
ト
レ
ス
の
心
理
学
〉 

中
山
真（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
准
教
授
）［
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
］
〜
30
日

	

４
日	

◦
寮
主
催
教
育
講
演
会〈
Ｂ
級
戦
犯
と
し
て
処
刑
さ
れ
た
館
友
を
悼
む
〉
橋
本
雅
之（
現
日
・
教
授
）

	

６
日	

◦
史
學
會
講
演
会〈
南
北
朝
正
閏
問
題
再
考
〉 

千
葉
功（
学
習
院
大
学
文
学
部
史
学
科
教
授
）［
オ
ン
ラ
イ
ン
実
施
］

	

７
日	

◦
秩
父
宮
賜
杯
第
53
回
全
日
本
大
学
駅
伝
対
校
選
手
権
大
会
出
場

	

11
日	

◦
神
道
学
会
研
究
発
表
会
、史
學
會
研
究
発
表
会

	
	

◦
国
文
学
会
講
演
会〈
恋
心
の
形
象
〉影
山
尚
之
氏（
武
庫
川
女
子
大
学
教
授
）［
オ
ン
ラ
イ
ン
実
施
］

	
	

◦
現
代
日
本
学
会
記
念
講
演
会〈
外
交
官
の
仕
事
と
生
活
〉 

多
賀
敏
行
氏（
大
阪
学
院
大
学
教
授
、三
重
大
学
・
中
京
大
学
客
員
教
授
）

	

13
日	

◦
全
日
本
学
生
柔
道
優
勝
大
会
出
場
〜
14
日

	

19
日	

◦
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
主
催 

第
22
回
高
校
生
英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト（
動
画
審
査
）結
果
発
表

	

24
日	

◦
教
養
講
座
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
②〈
伊
勢
参
宮
の
先
導
者
た
ち 　

隆
盛
・
廃
止
・
そ
の

後　

〉
小
林
郁（
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
・
助
教
）

	

25
日	

◦
全
日
本
学
生
柔
道
体
重
別
選
手
権
大
会
出
場
〜
26
日

	

27
日	

◦
教
養
講
座〈
御
師
と
神
楽
〉
櫻
井
治
男（
名
誉
教
授
）

	
	

◦
近
鉄
文
化
サ
ロ
ン
共
催
講
座〈
神
道
と
仏
教「
社
寺
と
妙
見
信
仰
」〉 

河
野
訓（
皇
學
館
大
学
学
長
）

12
月

	

６
日	

◦
月
例
文
化
講
座
⑦〈
英
語
教
科
書
か
ら
み
る
英
語
教
育
の
変
遷
〉 

豊
住
誠（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
教
授
）［
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
］
〜
31
日

	

８
日	

◦
全
日
本
学
生
柔
道
体
重
別
団
体
優
勝
大
会
出
場

	

10
日	

◦
学
内
奨
学
金
授
与
式

	

18
日	

◦
神
道
研
究
所
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム〈
政
教
関
係
裁
判
判
決
の
傾
向
と
論
点
の
分
析
〉 

【
パ
ネ
リ
ス
ト
】百
地
章
氏（
国
士
舘
大
学
特
任
教
授
）、藤
本
頼
生
氏（
國
學
院
大
學
准
教
授
）、

德
永
信
一
氏（
弁
護
士
）、【
司
会
】
新
田
均（
現
日
・
教
授
）

	

23
日	

◦
大
祓
式
・
神
宮
参
拝

	

24
日	

◦
四
日
市
市
熟
年
大
学〈
中
世・近
世
の
伊
勢
参
宮 

〜
御
師
制
度
廃
止
１
５
０
周
年
を

迎
え
て
〜
〉
小
林
郁（
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
・
助
教
）

１
月

	

６
日	

◦
神
宮
参
拝

	

13
日	

◦
学
長
年
頭
講
話

	

15
日	

◦
大
学
入
試
共
通
テ
ス
ト
〜
16
日

	

17
日	

◦
全
面
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
〜
２
月
10
日

	

20
日	

◦
橋
本
雅
之
現
代
日
本
社
会
学
科
教
授
退
任
記
念
最
終
講
義〈
国
文
学
と
私
た
ち
の

こ
こ
ろ 　

あ
え
か
な
る
日
本
文
化　

〉［
オ
ン
ラ
イ
ン
・
会
場
参
加
併
用
開
催
］

	
	

◦
皇
學
館
大
学
史
學
會
講
演
会〈
皇
学
の
発
生　

契
沖
の「
歌
学
」・
春
満
の「
神
学
」〉

松
浦
光
修（
国
史
・
教
授
）［
オ
ン
ラ
イ
ン
実
施
］

	
	

◦
鈴
木
健
一
伊
勢
市
長
講
演（
伊
勢
志
摩
共
生
学［
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
］）

	

22
日	

◦
萼
の
会
役
員
会［
オ
ン
ラ
イ
ン
実
施
］

	

28
日	

◦
博
士
学
位
授
与
式

２
月

	

１
日	

◦
神
道
博
物
館
教
養
講
座 

第
１
回〈
御
師
家
の
文
書
を
読
む 　

皇
學
館
大
学
所
蔵

「
大
主
家
文
書
」　

〉
谷
戸
佑
紀（
国
史
・
助
教
）［
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
］

〜
14
日

	

14
日	

◦
皇
學
館
大
学
ふ
る
さ
と
講
座〈
壬
申
の
乱
と
わ
が
ま
ち
名
張　

歴
史
を
変
え
た
大
舞

台　

〉
荊
木
美
行（
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
・
教
授
）［
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
］

	

15
日	

◦
神
道
博
物
館
教
養
講
座 

第
２
回〈
伊
勢
参
宮
の
先
駆
者
た
ち 　

隆
盛
・
廃
止
・
そ
の

後　

〉
小
林
郁（
研
開
・
助
教
）［
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
］
〜
28
日

３
月

	

１
日	

◦
神
道
博
物
館
教
養
講
座
第
３
回〈
御
師
と
神
楽
〉 

櫻
井
治
男（
名
誉
教
授
）［
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
］
〜
14
日

	

４
日	

◦
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
主
催 

第
３
回
英
語
発
信
力
コ
ン
テ
ス
ト（
動
画
審
査
）結
果
発
表

	

12
日	

◦
近
鉄
文
化
サ
ロ
ン
共
催
講
座〈『
日
本
書
紀
』を
読
む 　

履
中
天
皇
・
反
正
天
皇　

〉 

大
島
信
生（
国
文
・
教
授
）

	

18
日	

◦
学
位
記
・
修
了
証
書
授
与
式

	
	

◦
学
長
奨
励
賞
授
与
式

	

19
日	

◦
皇
學
館
大
学
ふ
る
さ
と
講
座〈
万
葉
集
と
令
和
、名
張
〉
大
島
信
生（
国
文
・
教
授
）

	

28
日	

◦
鈴
鹿
中
等
教
育
学
校
・
鈴
鹿
高
等
学
校
と
の
高
大
連
携
に
関
す
る
協
定
締
結

	

29
日	

◦
学
長
奨
励
賞
授
与
式

	

31
日	

◦
新
入
生
登
学
日

文
理
の
枠
を
超
え
た
学
際
的
な
学
び

理
系
へ
の
苦
手
意
識
を
払
拭
し
、

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
授
業
を

学
生
の
学
び
た
い
気
持
ち
に
応
え
、

多
様
な
学
び
の
場
を
つ
く
る

を
立
て
て
証
明
し
て
い
く
点
で
同

じ
。
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
基
礎
を
学

ぶ
こ
と
で
、
す
べ
て
の
学
科
に
繋
が

る
論
理
的
思
考
力
が
鍛
え
ら
れ
ま
す
。

河
野
学
長
◦
や
る
気
の
あ
る
う
ち
に

自
分
で
い
ろ
い
ろ
学
ん
で
み
る
の
は

非
常
に
有
意
義
な
こ
と
。
在
学
中
に

限
ら
ず
、
卒
業
後
に
お
い
て
も
時
代

の
動
き
に
遅
れ
な
い
よ
う
、
新
し
い

こ
と
を
吸
収
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が

大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

筒
井
セ
ン
タ
ー
長
◦
皆
さ
ん
の
専
門

と
の
関
連
性
に
つ
い
て
は
い
か
が
で

す
か
。

松
村
◦「
国
語
学
」が
専
門
で「
方
言
」

に
関
心
が
あ
り
ま
す
。
同
じ
言
葉
で

も
地
区
に
よ
っ
て
意
味
が
違
っ
た

り
、
遠
方
に
由
来
を
持
つ
方
言
が
あ

っ
た
り
す
る
の
で
、
広
い
地
域
の
方

言
・
言
語
デ
ー
タ
を
収
集
し
分
析
し

て
卒
論
に
繋
げ
て
い
け
た
ら
と
考
え

て
い
ま
す
。

筒
井
セ
ン
タ
ー
長
◦
ま
さ
に
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
の
活
用
で
す
ね
。

寺
本
◦
私
は
「
生
物
学
ゼ
ミ
」
に
所

属
し
て
い
て
昆
虫
の
免
疫
を
主
な
研

究
分
野
と
し
て
い
ま
す
。
ゼ
ミ
で
は

免
疫
の
働
き
を
調
べ
る
た
め
、
様
々

な
デ
ー
タ
を
扱
っ
て
い
ま
す
。
出
前

講
座
で
は
毎
回
事
前
事
後
に
ア
ン
ケ

ー
ト
を
行
い
、
デ
ー
タ
化
し
て
分
析

す
る
こ
と
で
授
業
改
善
に
役
立
て
て

い
ま
す
。

筒
井
セ
ン
タ
ー
長
◦
さ
ま
ざ
ま
な
フ

ェ
ー
ズ
で
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
が
生

か
せ
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

中
村
◦
私
は
「
地
域
創
生
コ
ー
ス
・

社
会
調
査
」
を
専
門
に
勉
強
し
て
お

い
う
点
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
し

て
、
文
系
側
の
苦
手
意
識
を
払
拭
で

き
た
ら
い
い
と
感
じ
ま
し
た
。

筒
井
セ
ン
タ
ー
長
◦
今
後
大
学
に
期

待
す
る
こ
と
、
要
望
が
あ
れ
ば
教
え

て
く
だ
さ
い
。

松
村
◦
他
学
部
の
講
義
を
受
講
で
き

た
り
学
科
を
ま
た
い
で
資
格
取
得
が

め
ざ
せ
る
点
が
あ
り
が
た
く
、
と
て

も
良
い
制
度
だ
と
思
い
ま
す
。
個
人

的
に
は
将
来
家
業
を
手
伝
お
う
と
思

っ
て
い
る
の
で
、
経
営
や
経
済
に
つ

い
て
本
格
的
に
学
べ
る
科
目
が
増
え

て
ほ
し
い
で
す
。
ま
た
、
対
面
授
業

で
あ
っ
て
も
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
機

会
が
少
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
コ

ロ
ナ
が
落
ち
着
い
て
き
た
ら
、
い
ろ

い
ろ
な
人
と
協
働
し
な
が
ら
課
題
解

決
を
図
れ
る
時
間
を
増
や
し
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

中
村
◦
私
も
よ
り
専
門
的
、
実
践
的

な
経
営
学
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
を
学

び
た
い
で
す
。

筒
井
セ
ン
タ
ー
長
◦
中
村
さ
ん
は
所

属
す
る「
地
域
社
会
研
究
会
」で「
宇

治
山
田
の
和
紅
茶
」
を
手
掛
け
、
パ

ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
や
販
促
を
工
夫

り
、
ゼ
ミ
で
は
単
独
世
帯
数
の
増
減

等
の
デ
ー
タ
を
収
集
し
、
地
方
が
抱

え
る
課
題
や
実
態
の
把
握
に
生
か
し

て
い
ま
す
。
卒
論
の
テ
ー
マ
は
「
地

方
観
光
地
に
お
け
る
二
次
交
通
の
あ

り
方
」。
先
日
、報
道
で
自
分
の
地
元

の
ロ
ー
カ
ル
線
収
支
が
公
表
さ
れ
ま

し
た
が
、
住
民
の
ニ
ー
ズ
を
調
べ
て

い
く
中
で
も
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
が

関
わ
っ
て
く
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

筒
井
セ
ン
タ
ー
長
◦
収
支
の
公
表
に

つ
い
て
は
他
社
も
追
随
し
て
開
示
を

図
る
動
き
が
出
て
い
ま
す
。
そ
う
し

た
駆
け
引
き
に
も
デ
ー
タ
が
使
わ
れ

る
と
認
識
し
た
方
が
い
い
か
も
し
れ

な
い
。
デ
ー
タ
の
背
景
に
人
間
性
を

感
じ
る
点
も
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の

魅
力
。
ま
た
、
皆
さ
ん
の
よ
う
に
自

分
の
専
門
性
と
結
び
つ
け
る
学
際
的

思
考
が
と
て
も
大
事
で
す
。
ぜ
ひ
卒

論
に
生
か
し
て
く
だ
さ
い
。

河
野
学
長
◦
話
が
広
が
り
、
興
味
深

い
で
す
ね
。
筒
井
先
生
が
お
っ
し
ゃ

っ
た
よ
う
に
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に

応
用
で
き
る
の
で
、
そ
の
点
に
つ
い

て
も
考
え
、
学
び
続
け
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

筒
井
セ
ン
タ
ー
長
◦
Ａ
Ｉ
の
世
界
で

よ
く
言
わ
れ
る
の
は
仕
組
み
が
わ
か

ら
な
く
て
も
使
え
た
ら
い
い
と
い
う

考
え
。
ス
マ
ホ
な
ど
は
Ａ
Ｉ
の
塊
で

す
か
ら
、
使
っ
て
い
る
時
点
で
既
に

理
系
文
系
の
境
目
を
突
破
し
て
い
る

ん
で
す
よ
ね
。
教
育
を
進
め
る
に
あ

た
っ
て
は
今
の
ご
意
見
を
し
っ
か
り

受
け
止
め
、
文
理
で
分
け
る
思
考
、

心
の
バ
リ
ア
を
取
り
除
い
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

寺
本
◦
私
も
理
系
で
す
が
国
語
の
教

員
免
許
取
得
を
め
ざ
し
て
お
り
、
文

系
の
友
人
と
関
わ
る
中
で
視
野
が
広

が
っ
た
と
実
感
し
て
い
ま
す
。
文
理

融
合
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
導
入
さ
れ
総

合
的
な
大
学
に
な
れ
ば
理
系
の
学
生

が
増
え
る
と
思
う
の
で
、
互
い
に
刺

激
し
合
え
る
の
が
楽
し
み
で
す
。
た

だ
、「
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
た
め
の
数
学

基
礎
Ⅰ
Ⅱ
」
が
と
て
も
面
白
く
て
周

囲
に
勧
め
た
際
、「
数
学
は
ち
ょ
っ
と

…
」と
い
う
声
が
多
か
っ
た
ん
で
す
。

理
系
科
目
に
苦
手
意
識
を
持
っ
た
ま

ま
教
師
と
な
り
、
教
育
現
場
に
入
っ

て
し
ま
う
の
は
非
常
に
残
念
。
こ
れ

か
ら
多
様
な
視
点
が
必
要
と
な
る
子

ど
も
た
ち
の
た
め
に
も
教
員
を
め
ざ

す
者
と
し
て
、「
子
ど
も
た
ち
に
必
要

な
考
え
方
だ
か
ら
や
っ
て
み
よ
う
」

と
思
え
る
よ
う
な
仕
掛
け
、
取
り
組

み
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。

筒
井
セ
ン
タ
ー
長
◦
教
員
を
め
ざ
す

学
生
に
つ
い
て
は
自
身
の
学
び
に
加

え
、
子
ど
も
た
ち
に
ど
う
教
え
伝
え

る
か
と
い
う
一
歩
先
の
能
力
が
求
め

ら
れ
る
の
で
、
そ
れ
を
支
援
す
る
体

制
が
必
要
で
す
ね
。

中
村
◦「
社
会
調
査
」の
授
業
で
は
計

算
の
段
階
で
つ
ま
ず
く
場
合
が
あ
り

す
る
な
ど
し
て
売
上
に
繋
げ
て
い
ま

す
よ
ね
。
実
践
的
と
い
う
意
味
で
は

Ｃ
Ｌ
Ｌ
活
動
を
は
じ
め
学
外
で
の
活

動
が
学
生
の
学
び
に
非
常
に
役
立
っ

て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
資
格
に

つ
い
て
は
取
れ
る
だ
け
取
ろ
う
と
す

る
の
で
は
な
く
、
自
身
の
将
来
計
画

と
セ
ッ
ト
に
し
て
厳
選
し
た
う
え
で

受
講
し
て
ほ
し
い
と
い
う
の
が
我
々

の
思
い
で
す
。

寺
本
◦
理
系
科
目
が
少
な
い
と
感
じ

て
い
ま
す
。
実
験
や
体
験
な
ど
自
分

で
実
際
に
や
っ
て
み
る
と
新
た
な
疑

問
・
質
問
が
出
て
き
て
学
び
が
広
が

る
の
で
、
ほ
か
の
授
業
で
も
そ
う
し

た
活
動
が
増
え
る
と
よ
り
深
い
学
び

に
繋
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

ま
す
。
２
年
次
か
ら
始
ま
る
科
目
な

の
で
１
年
次
に
数
学
の
基
礎
を
学
修

し
、
数
学
へ
の
偏
見
を
取
り
除
く
こ

と
が
で
き
れ
ば
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
一
方

で
理
解
度
や
進
度
は
人
に
よ
っ
て
違

う
の
で
、
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
考
え
方
と
い

う
か
、「
誰
一
人
取
り
残
さ
れ
な
い
授

業
」が
求
め
ら
れ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

河
野
学
長
◦
そ
も
そ
も
文
系
と
理
系

に
分
け
る
こ
と
自
体
、
あ
ま
り
い
い

考
え
と
は
言
え
ま
せ
ん
よ
ね
。
入
試

の
段
階
で
文
理
を
区
別
し
て
き
た
経

緯
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

大
学
で
は
そ
の
壁
が
だ
ん
だ
ん
な
く

な
っ
て
い
く
の
が
望
ま
し
い
。
私
は

文
学
部
出
身
で
大
学
で
は
イ
ン
ド
哲

学
を
専
攻
し
ま
し
た
が
、
数
学
と
哲

学
は
非
常
に
近
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。
地
学
を
勉
強
し
た
影
響
で
「
風

の
信
仰
」
や
「
星
の
信
仰
」
に
つ
い

て
も
論
じ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
本

学
で
は
も
と
よ
り
学
際
的
な
学
び
を

支
援
し
て
き
ま
し
た
が
、
よ
り
一
層

文
理
融
合
を
進
め
、
大
学
の
ネ
ー
ム

バ
リ
ュ
ー
を
上
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

か
。
だ
か
ら
こ
そ
模
擬
授
業
の
練
習

の
場
や
自
習
ス
ペ
ー
ス
な
ど
も
増
や

し
て
ほ
し
い
で
す
。
ま
た
今
は
オ
ン

ラ
イ
ン
で
繋
が
る
こ
と
が
可
能
な
た

め
、
他
の
大
学
や
研
究
室
と
交
流
し

た
い
で
す
。

筒
井
セ
ン
タ
ー
長
◦
コ
ロ
ナ
禍
で
の

学
び
に
つ
い
て
は
我
々
も
試
行
錯
誤

し
て
い
る
と
こ
ろ
。
対
面
と
リ
モ
ー

ト
を
組
み
合
わ
せ
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

的
な
使
い
方
を
試
み
て
い
ま
す
。
他

県
の
学
生
と
リ
モ
ー
ト
で
繋
が
る
な

ど
新
た
な
取
組
み
も
学
科
に
よ
っ
て

は
行
っ
て
い
ま
す
。

中
村
◦「
地
域
社
会
研
究
会
」で
は
他

大
学
と
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
を
し
て
い

る
の
で
、
他
の
学
部
に
展
開
で
き
る

と
い
い
で
す
ね
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に

つ
い
て
は
神
職
、
教
職
、
公
務
員
に

特
化
し
た
科
目
、
コ
ー
ス
が
充
実
し

て
い
る
点
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

松
村
◦
要
望
で
す
が
、
Ｃ
Ｌ
Ｌ
活
動

に
参
加
し
た
い
と
思
っ
て
も
、
ど
こ

の
窓
口
に
何
を
申
請
す
れ
ば
い
い
の

か
わ
か
ら
な
い
新
入
生
が
多
々
い
ま

し
た
。
窓
口
を
一
元
化
し
た
り
張
り

紙
を
掲
示
し
た
り
、
わ
か
り
や
す
い

方
法
が
あ
れ
ば
参
加
者
が
増
え
る
と

思
い
ま
す
。

筒
井
セ
ン
タ
ー
長
◦
学
生
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
で
知
ら
せ
て
い
る
の
で
す

が
、
新
入
生
に
は
わ
か
り
に
く
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
検
討
し
ま
す
。

河
野
学
長
◦
理
系
の
授
業
が
少
な
い

点
は
こ
れ
か
ら
改
善
す
る
方
向
で

す
。
経
済
経
営
科
目
は
今
後
、
現
代

日
本
社
会
学
部
で
充
実
し
て
い
っ
て

く
だ
さ
る
で
し
ょ
う
。
資
格
取
得
に

つ
い
て
は
筒
井
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ

た
よ
う
に
自
分
の
人
生
設
計
に
必
要

な
資
格
だ
け
を
取
っ
て
も
ら
い
、
大

学
生
活
を
謳
歌
し
て
ほ
し
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
本
学
は
文
理
融
合
、
ウ

ィ
ズ
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
つ
つ
、
学
生

の
皆
さ
ん
の
“
学
び
た
い
気
持
ち
”

を
し
っ
か
り
支
え
て
い
き
ま
す
。
今

日
は
貴
重
な
意
見
を
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

筒
井
セ
ン
タ
ー
長
◦
本
学
が
文
理
融

合
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
ご
意
見
や

ご
要
望
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

松
村
◦
高
校
で
は
理
系
だ
っ
た
の

で
、
再
び
理
系
科
目
を
学
べ
る
機
会

が
増
え
る
の
は
嬉
し
い
で
す
。
要
望

と
し
て
は
、
お
そ
ら
く
学
生
の
中
に

は
理
数
系
が
苦
手
な
人
も
多
い
と
思

う
の
で
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
が
文

理
の
枠
を
超
え
た
学
際
的
な
学
問
と

筒井琢磨 教育開発センター長

中村友哉さん

河野訓 学長

松村瑠璃佳さん

寺本早希さん
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